
学長就任のご挨拶
　本年4月から学長へ就任しました河西邦人です。どうぞよろしくお願いいたします。私が札幌学院大
学へ就職したのは平成9年、所属は商学部でした。それから約20年を経て、当時の元号である「平成」
は「令和」へ、所属学部名は「商学部」から「経営学部」へ変わりました。
　私が専門とする経営学では、組織は環境へ適応しなければ、もしくは自らにとって好ましい環境を
創造しなければ生き残れないとされています。札幌学院大学は令和の時代に生き残り、持続可能な大
学へ変革するため、様々な新しい挑戦をします。2021年4月には「新さっぽろキャンパス」を開設し、
既存の「江別文京台キャンパス」と2キャンパスで教育を展開します。詳細は省きますが、新さっぽろ
キャンパスで行われる教育も時代の変化に合わせて「オープン・エデュケーション」を基軸にした、
新しい内容へ変えていきます。
　札幌学院大学は令和の時代に合った変革を続けます。そして、「誰一人取り残さない」という国連の
全加盟国が取り組むSDGs（持続可能な開発目標）の理念を共有し、学生も、同窓生も、教職員も誰一
人取り残さない、共有できる変革を行います。これからの札幌学院大学の挑戦と変革を楽しみにして
頂ければ幸いです。

大学院3研究科17名、5学部8学科732名、�
合わせて749名が入学しました。
　4月1日、2019年度入学式が大学院、学部、学科別にG館SGUホールで行わ
れました。各学部・学科の新入生代表が挨拶し、参列者全員で校歌を斉唱し
ました。河西邦人学長の式辞では、新入生に向けて以下のメッセージが送ら
れました。「皆さんの人生で“何をやりたいか”、“何ができるのか”、そして“そ
れは誰かに必要とされるのか”、それらの3つの視点で人生の指針をしっかり
考えて下さい。
　まず、“何をやりたいか”。それは皆さんが人生を生き抜く力の原動力になり
ます。大学生や大学院生になり、読書、学習、研究、課外活動、社会活動、趣
味活動など、これまで以上に多様なことを行えます。それらの活動から学び、
経験する中で皆さんは“何をやりたいか”を見つけていくしかありません。札幌
学院大学は皆さんが多様な学びや経験をできる機会を提供し、皆さんがその答
えを得られるように支援します。
　次の視点、“何ができるのか”。それを考える出発点は皆さんがこれまで身に
つけてきたことの棚卸し、何ができて、何ができないか、何が得意で、何が不

得手なのかを知ることです。皆さんができないことや不得手なことがあったと
しても、それを努力によって克服することは可能です。札幌学院大学は多様な
教育支援と学生支援によって皆さんの努力を後押しします。
　最後に皆さんが“やりたいこと”、“できること”が自分以外の“誰かに必要とされ
ていること”。誰かは家族、友人、恋人といった身近な個人から、この地球に住
む誰かといった不特定多数の市民かもしれません。“誰かに必要とされること”は、
皆さんの人生にとっ
て生きがいや、やり
がいになります。大
学生になると行動範
囲が広がり、多様な
人と出会います。人
との出会いを大切に
し、交流していく中
で皆さんを必要とし
てくれるのが誰かを
考え、探して下さい。」

【専門分野】
地域研究、経営学

【略　歴】
（学歴）
1985年3月　茨城大学人文学部社会科学科卒業
1988年3月　�早稲田大学大学院�

商学研究科修士課程修了
1992年3月　�青山学院大学大学院�

国際政治経済学研究科修士課程修了
1997年3月　�青山学院大学大学院�

経営学研究科博士後期課程満期退学

（職歴）
1988年4月　�カウンティ・ナットウエスト�

証券会社（1990年3月迄）
1990年4月　�クレディ・スイス東京支店�

（1991年3月迄）
1992年11月　�東京商科学院専門学校�

（1994年3月迄）
1997年4月　�札幌学院大学商学部商学科講師�

（1998年3月迄）
1998年4月　�札幌学院大学商学部商学科助教授�

（2005年3月迄）
2003年4月　�札幌学院大学商学部教務委員長�

（2005年3月迄）

2005年4月　�札幌学院大学商学部商学科教授�
（2008年3月迄）

2009年4月　�札幌学院大学経営学部経営学科教授�
（現在に至る）

2009年4月　�札幌学院大学経営学部教務委員長�
（2012年3月迄）

2012年4月　�札幌学院大学就職部長�
（2016年3月迄）

2018年4月　�札幌学院大学大学院�
地域社会マネジメント研究科長

2019年4月　札幌学院大学学長就任

札幌学院大学　学長　河西 邦人（かわにし　くにひと）

2019年度　入学式

経済学部経済学科新入生代表　瀧本昂輝さん
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　本学は2020年度、大学エンブレム、シンボルマーク、ブランドカラーといったビジュアルアイデンティティをリニューアルします。リニューアルの
方針には、1946年創立の札幌文科専門学院から連綿と受け継がれている本学の校風に加え、在学生、卒業生、教職員といった多くの関係者の思いを反
映させる予定です。今年度はプロジェクトの第一段として、世界的なブランディング専門会社であるインターブランド社の助力を得て、学生・教職員参
加型のワークショップやインタビューが数多く企画されています。SGUブランドがどのような形でビジュアル化されるのか、ぜひご期待ください。

はじまります！ 〜SGUブランディングプロジェクト〜

ホームページリニューアル

　札幌学院大学の公式ホームページは、2016年度にトップページ、受験生
応援サイト、2017年度に学部・学科ページ、そして20018年度で残りのペー
ジの更新作業を行い、約700ページに及ぶリニューアルが完了しました。
新しいホームページは落ち着いた色調で統一し、見た目はシンプルな感じ
に仕上げています。以前のメニューが左側に並ぶ形式から、メニューボタ
ンを押すとより多くの機能性を有したメニューが現れるようになっていま
すので、今まで以上にすばやく目的のページへ行くことが可能になったと
思います。
　各コンテンツは、サイトメニューに集約されていますので、サイト全体
を見渡したいときは是非メニュー（図中○印）をクリックしてみてくださ
い。
　本学ホームページを訪れる方の8割以上がスマートフォンによるアクセ
スが多いことから、PC・スマートフォンどちらにも自動的に画面が対応で
きるよう設計されています。
　また、メニューボタンの下には、ターゲット別メニューというのがあり、
訪れた方の属性により、受験生、在学生、保護者、卒業生、高校教員、地域・
企業の皆様へと選択できるボタンも用意されています。
　是非、本学のホームページをより便利にご利用ください。

クリックすると、メニューが表示されます

はじまります！ 〜新さっぽろキャンパス工事〜
　「多様なこと・ひと・もの（diversity）」との「協働（collaboration）」をキャ
ンパスコンセプトとする新キャンパスの工事がいよいよ10月から始まり
ます。交通の要所である新札幌に開設される「都市型・開放型」のキャン
パスには、在学生・教職員のみならず卒業生、保護者、地域住民、企業、
自治体の皆様との協働を容易にする様々な施設が整備されます。本学が外
部の諸機関、住民と連携し、教育の質を高める一方、本学の教育研究資源
を社会へ還元するオープン・エデュケーションを実践する産学連携セン
ター、図書館、多目的ホール、心理臨床センターを備えた新キャンパスの
開設は2021年4月を予定しています。また大規模な再開発プロジェクトが
進む新札幌エリアでは2022年にもホテルや大型商業施設が開設予定です。
旬なまちShin-Sapporoにますます注目です。

■キャンパスイメージ図（変更となる場合があります）

×
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2019年度コミュニティ・カレッジは20周年を迎えました
　札幌中央区のビルの一角に開設した札幌学院大学アクティブセンター
（2000年）で始まったコミュニティ・カレッジは、2年後に大通の社会連
携センタービルに拠点を移し、道民の生涯学習に広く貢献してまいりま
した。2021年の新さっぽろキャンパスへの移転を控え、昨年からは江別
キャンパスに会場を移して開講しています。
　お陰さまで昨年は800名（のべ数）を越える方々に受
講していただき、この20年間に受講していただいた方々
は28,792名（のべ数）、開講講座数は1,069講座にも達し
ました。
　今年は20周年の節目を記念する講座「100年で人口
100倍！北海道の推進力《炭鉄港》」を設けました。空
知の石炭、小樽の港湾、室蘭の鉄鋼、そしてこれらを
結ぶ鉄道という《炭鉄港》のネットワークは近代北海
道の原動力として活躍しました。今後とも北海道の歴
史を振り返り、未来を展望する企画を設けたいと考え
ております。

　後期の講座は10月から開講予定です。同窓生、在学生の保護者の皆
様には特別割引制度を設けています。詳しくは、ホームページ（http://
www.sgu.ac.jp/rcc/）をご覧下さい（8月下旬に公開予定です）。

　札幌学院大学は2016年に学園創立70周年、2018年には大学開学50周年を
迎えました。この歴史と伝統を踏まえ、本学は今後も地域の発展を支える
人材の育成に取り組んでまいります。
　卒業生、在学生のご父母、企業等のみなさまにおかれましては、本学が
取り組む教育事業のさらなる充実のため、教育振興及び新校舎建築に関わ
る寄付金の募集についてご協力をお願いいたします。
　教育振興寄付金は①奨学金制度の充実　②教育研究活動の充実　③国際
交流事業の充実　④課外活動の充実　⑤施設・設備の整備・充実に活用さ
せていただきます。また、新校舎建設事業寄付金については2021年1月に新
札幌に竣工する新校舎建築のために活用させていただきます。
　なお、寄付は専用用紙による申し込みとインターネット（本学ホームペー
ジ）上でクレジットカード決済やコンビニェンスストアでの払込みによる申
し込みが可能です。寄付の詳細についてはホームページからご覧ください。

札幌学院大学教育振興及び新校舎建設事業寄付のお願い
教育振興寄付金のご協力に深く感謝▶▶▶　同窓生、保護者の皆さま
をはじめ多数の方々から寄付金のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。引
き続き、皆さまの温かいご支援を心からお願い申し上げます。

寄付者・ご芳名（掲出承諾者・敬称略）� 2019.1.1〜2019.5.31

伊藤　克実
田中　一也
清水　一彦
大弓　俊郎
佐藤　泰宏
下重　建治
天谷　敦美
中川　昭五

鈴木　邦夫
坂本　雅允
野口　勝次
本間　勉
荒井　豊
菅原　敎子
鶴原　憲秀
山際　貞夫

若生　敦子
島田　俊章
堀内　高
滝沢　廣忠
工藤　雅美
平木　淳一
結城　才雅
岩崎　清也

南　保雄
小西　秀雄
佐藤　芳亨
外山　美恵子
田中　博文
須貝　ミカ
平塚　広
西部　真樹

真保　弘之
原田　静子
廣川　和市
森谷　満
杉井　酉子
藤原　誠吉
（他匿名 26名）

頑張った学生を応援する札幌学院大学の奨学・奨励金制度
スカラシップ特待生26名、成績優秀者奨学生102名、�
資格取得者奨学生41名、課外活動特待奨励生44名を採用

【資格取得者奨学生】
人数 資格の種類 免除額

新入生
4名 実用英語検定準 1級 1名、日本語能力試験N1　

3名
入学金及び
1年次授業料

37 名
※重複あり

日商簿記 2級 2名、全商簿記 1級 7名、実用英
語検定 2級 23 名、日本語能力試験N2　6名 入学金免除

在学生 9名 TOEIC740 点以上 6名、TOEIC900 点以上 1名、
日本語能力試験（JLPT）N1　2名 年間授業料の半額

【スカラシップ特待生】
人数 学　科 免除額

26 名
臨床心理学科 14 名、人間科学科 5名、英語英米文学科 1名、
こども発達学科 3名、法律学科 1名、会計ファイナンス学科�
1 名、経営学科 1名

1年次の年間授業料

第一種（年間授業料全額免除）、第二種（年間授業料半額免除）、
第三種（1年次授業料の半額免除）、第四種（入学金免除）、第五種（入学金半額免除）

【課外活動特待奨励生】
人数 種　類 競技名

新入生 44 名
一種 15 名、二種 16 名、
三種 0名、四種 4名、
五種 9名

硬式野球 12 名、弓道 11 名、ソフトテニス 4名、
陸上 8名、バスケットボール 4名、ボクシング
2名、羽球 1名、演劇 1名、書道 1名

在学生
（継続者） 82 名 一種 42 名

二種 40 名

硬式野球 29 名、弓道 12 名、ソフトテニス 15
名、陸上 17 名、カーリング 7名、空手道 1名、�
武術太極拳 1名

【成績優秀者奨学生】
種類 人数 学　科 免除額
第 1種 2名 こども発達学科 1名、法律学科 1名 1年次の年間授業料

第 2種 100 名

臨 床 心 理 学 科 31 名、 人 間 科 学 科 4 名、�
英語英米文学科 14 名、こども発達学科 7 名、�
法律学科 18 名、経済学科 16 名、会計ファイナ
ンス学科 2名、経営学科 8名

1年次の前期授業料

　2019年度新入生のスカラシップ特待生、成績優秀者奨学生、資格取得者奨
学生、課外活動特待奨励生が決定しました。2018年度入試から実施したスカ
ラシップ入試制度によるスカラシップ特待生が26名（3名増）、入試成績によ
る成績優秀者奨学生102名（前年度比25名増）、入学までの資格取得（英検・
簿記など）による資格取得者奨学生41名（12名増）、公募制指定スポーツ推薦
などで入学した課外活動特待奨励生44名（9名減）が採用されました。また、
課外活動特待奨励生の継続者については82名が決定しています。

　在学生では資格を取得した9名が資格取得者奨学生として採用されました。
　奨学生並びに奨励生は、大学生活においてより高い目標に向かって勉学や
資格取得、課外活動に励むことが期待されています。
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2018年度決算ならびに2019年度予算

その他の
特別収入
12,128
0.4％

寄付金
22,928
0.8％

手数料
41,191
1.4％

事業活動収入計
3,006,613
千円

学生生徒等納付金
2,153,874
71.6％

2018年度　事業活動収支計算書
事業活動収入割合（金額単位：千円）

受取利息・
配当金
122,859
4.1％

雑収入
210,149
7.0％
付随事業収入
20,727
0.7％
経常費等補助金
338,624
11.3％

資産売却差額
84,133
2.8％

教育研究経費
1,202,725
30.6％

事業活動支出計
3,930,866
千円

人件費
2,234,429
56.8％

2018年度　事業活動収支計算書
事業活動支出の部割合（金額単位：千円）

資産処分差額
36,778
0.9％

管理経費
454,611
11.6％

借入金等利息
982
0.0％

徴収不能額等
1,341
0.0％

資金収支計算書
� （単位：千円）

2018年度予算 2018年度決算 差異 2019年度予算 主な項目

収
入
の
部

学生生徒等納付金収入 2,160,500 2,153,874 6,626 2,344,900 入学金、授業料、教育充実費、実験実習料など

手数料収入 34,100 41,191 △7,091 35,600 入学試験の検定料、試験料など

寄付金収入 25,000 22,928 2,072 26,000 個人や団体からの寄付金

補助金収入 278,200 342,558 △64,358 288,300 国又は地方公共団体からの補助金

資産売却収入 63,000 94,430 △31,430 0 機器備品等の固定資産の売却による収入

付随事業・収益事業収入 25,000 20,727 4,273 37,570 外部より委託を受けて行う試験・研究などの収入

受取利息・配当金収入 118,000 122,859 △4,859 111,000 貸付金、預金等運用財産の利息・受取利息・配当金

雑収入 204,400 210,149 △5,749 124,200 退職金財団交付金、科学研究費の間接経費の収入など

前受金収入 365,600 375,778 △10,178 383,800 翌年度入学生の入学金、授業料、教育充実費など

その他の収入 5,209,400 4,652,235 557,165 8,393,600 運用資産の満期または売却による収入額、前期末未収入金、貸付金の回収収入など

資金収入調整勘定 △582,600 △587,878 5,278 △487,780 当年度末の未収入金、前期末の前受金など

前年度繰越支払資金 1,773,300 1,773,261 39 1,516,000 前年度に繰越された預貯金など、支払資金の繰越額

収入の部合計 9,673,900 9,222,112 451,788 12,773,190

支
出
の
部

人件費支出 2,267,700 2,237,449 30,251 2,118,000 専任教職員・非常勤給与、アルバイト料、退職金など

教育研究経費支出 836,600 880,305 △43,705 953,500 教育や研究部門に資する費用

管理経費支出 445,700 427,994 17,706 289,900 管理や法人部門に資する費用

借入金等利息支出 1,000 981 19 500 借入金の支払利息、リース料の利息分など

施設関係支出 569,100 224,869 344,231 3,343,500 土地・建物・構築物等の固定資産取得の支出

設備関係支出 91,700 56,838 34,862 126,200 備品・図書・施設利用権等の固定資産取得の支出

資産運用支出 4,420,100 3,859,002 561,098 5,274,800 運用資産の新規購入または満期償還などによる再取得額

その他の支出 87,300 85,779 1,521 88,500 新たな貸付金、前払金、前年度の未払金など

予備費 8,700 0 8,700 8,900 予備的予算で、本学では事業活動収入の 0.3％を計上

資金支出調整勘定 △46,000 △67,197 21,197 △45,000 当年度の期末未払金、前期末の前受金

翌年度繰越支払資金 992,000 1,516,092 △524,092 614,390 次年度に繰越す預貯金など、支払資金の繰越額

支出の部合計 9,673,900 9,222,112 451,788 12,773,190

貸借対照表
資産の部� （単位：千円）

本年度末
2019年3月31日

前年度末
2018年3月31日 増減 主な項目

固定資産 25,106,541 25,869,526 △762,985 有形固定資産とその他の固定資産の合計額

　有形固定資産 10,521,821 10,627,986 △106,165 使用期間が 1年以上にわたる、土地・建物・構築物・備品・図書

　特定資産 14,567,435 14,869,494 △302,059 1 年以上所有する特定資産

　その他の固定資産 17,285 372,046 △354,761 1 年以上所有する、電話加入権・施設利用権・長期貸付金・長期前払金

流動資産 1,723,441 1,915,831 △192,390 現金や預金・1年以内の短期貸付金

資産の部合計 26,829,982 27,785,357 △955,375

負債の部

固定負債 1,196,897 1,222,532 △25,635 返済期限が 1年以上の借入金や学園債、退職給与引当金

流動負債 523,532 529,018 △5,486 返済期限が 1年未満の借入金や学園債、預り金や未払金

負債の部合計 1,720,429 1,751,550 △31,121

純資産の部

基本金 28,497,521 28,474,193 23,328
学校法人会計基準第 30 号で定められた固定資産（第 1号）、
新校舎建設等引当特定資産（第 2号）、運用果実で行う奨学事
業の基金（第 3号）、法令に基づいた支払準備資金（第 4号）

繰越収支差額 △3,387,968 △2,440,386 △947,582 前年度までの繰越収支差額に、当年度の繰越収支差額を加えた累積額

純資産の部合計 25,109,553 26,033,807 △924,254 基本金及び繰越収支差額の合計

負債及び純資産の部合計 26,829,982 27,785,357 △955,375 負債の部合計と純資産の部を合計した額

2018（平成30）年度決算並びに2019（令和元）年度予算
　2019（令和元）年5月24日に開催された第234・235回理事会において、学校法人札幌学院大学
2018（平成30）年度決算並びに2019（令和元）年度補正予算が承認されました。

【2018（平成30）年度決算の概要】
　事業活動収支計算書の当年度収支差額については、予算額で新札幌キャンパス関係分を含み12億
6,440万円の支出超過を見込んでおりましたが、決算額では3億1,680万円減少し、9億4,760万円の支
出超過となりました。これは、新札幌キャンパスの校地取得に係り、基本金へ組み入れる部分の減少
によるものであります。引き続き、学園全体での適切な経費の執行に努めます。
　また、資金（キャッシュ）の増減については、2017年度末から2億5,720万円の減少となっており、
財務基盤をより強固なものにするため、中期的に収支均衡を図るよう改善を行って参ります。

事業活動収支計算書
� （単位：千円）

教
育
活
動
収
支

2018年度予算 2018年度決算 差異 2019年度予算 主な項目

事
業
活
動
収
入
の
部

学生生徒等納付金 2,160,500 2,153,874 6,626 2,344,900 入学金、授業料、教育充実費、実験実習料など

手数料 34,100 41,191 △7,091 35,600 入学試験の検定料、試験料など

寄付金 25,000 22,928 2,072 26,000 個人や団体からの寄付金。図書や備品等の現物寄付含む

経常費等補助金 278,200 338,624 △60,424 288,300 国又は地方公共団体からの補助金

（内国庫補助金） （278,000） （335,851）（△57,851） （288,000）

付随事業収入 25,000 20,727 4,273 24,400 外部より委託を受けて行う試験・研究などの収入

雑収入 204,400 210,149 △5,749 124,200 退職金財団交付金、科学研究費の間接経費の収入など

教育活動収入計 2,727,200 2,787,492 △60,292 2,843,400 経常的な活動のうち教育活動にかかる収入額計

事
業
活
動

支
出
の
部

人件費 2,265,800 2,234,429 31,371 2,116,600 専任教職員・非常勤給与、アルバイト料、退職金など

教育研究経費 1,186,500 1,202,725 △16,225 1,281,400 教育や研究部門に資する費用（減価償却費含む）

管理経費 472,900 454,611 18,289 317,800 管理や法人部門に資する費用（減価償却費含む）

徴収不能額等 0 1,341 △1,341 0

教育活動支出計 3,925,200 3,893,106 32,094 3,715,800 経常的な活動のうち教育活動にかかる支出額計

教育活動収支差額 △1,198,000 △1,105,614 △92,386 △872,400 教育活動収入計から教育活動支出計を減じた額

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受取利息・配当金 118,000 122,859 △4,859 111,000 貸付金または預金などの運用財産の利息・受取利息・配当金

その他の教育活動外収入 0 0 0 13,170

教育活動外収入計 118,000 122,859 △4,859 124,170 経常的な活動のうち教育活動以外の主に財務活動にかかる収入額計

事
業
活
動

支
出
の
部

借入金等利息 1,000 981 19 500 借入金の支払利息、リース料の利息分など

その他の教育活動外支出 0 0 0 0

教育活動外支出計 1,000 982 18 500 経常的な活動のうち教育活動以外の主に財務活動にかかる支出額計

教育活動外収支差額 117,000 121,878 △4,878 123,670 教育活動外収入計から教育活動外支出計を減じた額

経常収支差額 △1,081,000 △983,736 △97,264 △748,730 教育活動収支差額と教育活動外収支差額の合計額

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資産売却差額 52,700 84,133 △31,433 0 資産売却収入が当該資産の帳簿価格を超える場合の、その超過額の収入

その他の特別収入 2,700 12,128 △9,428 13,100

特別収入計 55,400 96,261 △40,861 13,100 資産売却や処分にかかる臨時的な収入

事
業
活
動

支
出
の
部

資産処分差額 37,200 36,778 422 7,000 資産売却代価が帳簿残高を下回った場合の差額や資産を除却した際の除却額

その他の特別支出 0 0 0 0

特別支出計 37,200 36,778 422 7,000 資産売却や処分にかかる臨時的な支出

特別収支差額 18,200 59,483 △41,283 6,100 特別収入から特別支出計を減じた額

予備費 8,700 0 8,700 8,900 予備的予算で、本学では事業活動収入の 0.3％を計上

基本金組入前当年度収支差額 △1,071,500 △924,253 △147,247 △751,530 経常収支差額と特別収支差額の合計額

基本金組入額合計 △192,900 △23,328 △169,572 △3,189,500 1号から 4号までの基本金組入額

当年度収支差額 △1,264,400 △947,581 △316,819 △3,941,030 基本金組入前当年度収支差額から基本金組入額を控除した今年度の収支差額

前年度繰越収支差額 △2,440,400 △2,440,386 △14 △3,388,000 前年度までの収支差額

基本金取崩額 0 0 0 0
当年度で購入した建物や備品等の額を上回っ
て、既存の建物や備品等を除却した際に基本金
を取崩す額

翌年度繰越収支差額 △3,704,800 △3,387,967 △316,833 △7,329,030 翌年度へ繰り越す収支差額

（参考）

事業活動収入計 2,900,600 3,006,613 △106,013 2,980,670 当年度のすべての事業活動収入

事業活動支出計 3,972,100 3,930,866 41,234 3,732,200 当年度のすべての事業活動支出



5札幌学院大学学園広報　vol.127

【2019（令和元）年度の予算編成方針】
　財政再建計画が掲げる数値目標にもとづき、収入財源の確保と人件費等の経費節減により、
収支構造の改善を目指します。
　また、各部門の事業予算は、目標達成に必要不可欠なものに対してその有効性、効率性、経
済性を考慮して適正に配分します。さらに、教育・研究基盤の整備（内部充実）とブランドの
構築に資する事業に対しては大学発展準備引当特定資産を活用し、予算を重点配分します。
1．予算統制制度の導入
1）�新たな予算統制制度を導入し、従来の予算会議の機能とその有用性（理事会と大学が連
携し、予算編成方針のもとで法人予算と大学予算全体を見通した予算原案を策定するプ
ロセス）を継承しつつ事業予算の適正な配分を行います。

2）�予算編成方針は、予算統制制度に従い、学園の中期経営計画である「学校法人札幌学院
大学中期計画」と財務改善のための10年間の行動計画大綱「財政再建計画2017」の進
捗（実績）を踏まえて策定します。

3）�予算の執行段階では、予算統制制度に従い、厳格な執行管理と機動的・弾力的な運用を
通じた事業の適正かつ効率的な運営を行います。

2．収入の増加
1）�入学者の獲得と退学率の改善によって在学生数を増やし、計画的な学費改定とあわせて
学費収入の着実な増加を図ります。

2）�収益事業の展開等、多様な収入財源の確保を図ります。
3）�競争的補助金の戦略的な獲得を目指します。その実現に必要な予算を確保します。
4）�経常費補助金の増額を図ります。具体的には、学生定員充足率の改善、特色ある教育研
究の取組の強化、奨学金制度の再設計による特別補助金の増額等を目指します。

5）�受取利息の増加を図るため、中長期の観点から安全かつ効率的な資産運用計画を策定し、
実施します。

6）�間接経費の獲得を推進するために研究支援機能の強化を図ります。
3．支出の適正化と事業の活性化
○部門別経常予算
1）�教育・研究・社会貢献活動及び管理運営のために継続的に措置しなければならない経
費については、基盤的経費として措置します。

2）�各部門の中期目標を達成するために新規事業に取り組む場合は、スクラップ・アンド・
ビルド（他の事業を縮小、廃止して新規事業に充てる）によって部門予算の枠内に収

めることを追求します。
3）�部門の責任者がリーダーシップを発揮して試行的な取組を行うための機動的な予算（裁量予算）の
枠を確保します。

○戦略的事業予算
1）�再建計画の重点課題を中心に、教育研究の特色化やブランド化を図る戦略的な事業に対して予算を
重点配分します。これによって、すべての教職員が創意と工夫により戦略事業に主体的に関与する
ことを促します。

2）�戦略的事業予算は、部門別経常予算とは別枠で措置します。
○包括的予算制度
1）�事業の効率的かつ効果的な遂行を実現するため、予算項目に割り当てられた予算を超えて執行する
必要が生じたときは、予算単位の予算総額の範囲内において、他の予算項目からの流用を認めます。

2）�2019年度は、広報入試部門と管財部門を対象とします。
○人件費の圧縮
1）�人件費総額の圧縮を図ります。
2）�教職員数の適正化を図るための人事計画を具体化します。

○大学改革を担う教職員の能力開発と組織力の強化
1）�教職員は人的資本です。能力開発の経費を先行投資と考え、必要十分な予算を配分します。

4．�キャンパス整備事業の推進
1）�2つのキャンパスの総合的活用の方針と実施計画を定めたマスタープランを策定します。
2）�施設の修繕・改修、設備・機器・情報インフラの更新等は、優先順位を付して計画的なメンテナンス
サイクルを確立し、経費を平準化します。

5．基本金
1）�経済援助奨学金と奨励金制度のさらなる充実を図るとともに、奨学費支出の収支に与える影響を勘案
し、奨学金制度の見直しを進めます。必要に応じて第3号基本金（奨学基金）の事業内容を見直し、
基本金の一部を取り崩します。

【2019（令和元）年度予算の概要】
　以上の方針に基づき、新札幌校地及び校舎取得を含め、当年度収支差額は39億4,100万円の支出超過を
見込んでおり、資金（キャッシュ）については約9億1,6000万円の減少を見込んでおります。先にも述べま
したが、中期的に収支均衡を図るよう、改善を行っていく所存です。

2019年度　科学研究費助成事業
（日本学術振興会）採択状況

科学研究費助成事業とは、文部科学省並びに独立行政法人日本学術振興会所管の競争的研究資金です。
本学からも下記の研究者が競争的資金を獲得し、研究活動を活発に行っております。� （単位：円）

研究代表者 学部 研究種目 研究課題 交付決定額
臼杵　　勲 人文 基盤研究（A） ヘルレン川流域を中心とした匈奴国家中枢地の研究 5,330,000
奥田　統己 人文 基盤研究（B） アイヌ語現地調査資料の整理・分析および研究者アーカイブズの構築 2,470,000
森　　直久 心理 基盤研究（B） 困難を示す生徒・学生のための生態心理学的アプローチによる学習環境デザイン 1,170,000
清水　敏行 法 基盤研究（C） 民主化以降の韓国と台湾における政治と市民社会の相互作用の比較研究 650,000
斉藤　美香 心理 基盤研究（C） 援助要請行動回避型学生へのメンタルヘルス教育プログラムの開発 1,040,000
宮崎　友香 心理 基盤研究（C） 治療的アセスメント短縮版の開発と適用に関する実証的研究─複数施設における効果検証 650,000
土居　直史 経済 若手研究（B） 空港使用料の転嫁と帰着に関する実証研究 650,000
井上　　仁 経済 基盤研究（C） 金融危機時における銀行バランスシートリスクと貸出行動の誤認識問題 910,000
山本　　彩 心理 基盤研究（C） 社会的ひきこもりや暴力等の不適応行動に対する家族支援プログラムの普及と効果検証 1,430,000
石川　千温 経営 基盤研究（C） クラウドによる機械学習を利用したエンロールメントマネジメントシステムの構築 1,040,000
山崎　慎吾 経済 基盤研究（C） 航空会社間の競争と地方政府間の競争の関係及び空港管理主体の違いがもたらす効果 1,690,000
大塚　宜明 人文 若手研究 北海道における先史時代の資源利用とその変遷過程の研究：置戸黒耀石原産地を対象に 1,690,000

Joao.C. Koch. Jr. 人文 若手研究 Identifying and addressing students' SpLDs and potential SpLDs in English as a foreign language in 
Japanese higher education 1,040,000

大宮　秀淑 心理 若手研究 統合失調症と自閉スペクトラム症の認知機能及び認知機能改善療法における異同 1,820,000

■退職（2019年3月31日付）
鶴丸　俊明（学長）
鏡味　秋平（経済学部　教授）
佐藤　和洋（経済学部　教授）
内田　　司（人文学部　教授）
二通　　諭（人文学部　教授）
宮町　誠一（人文学部　教授）
塩見　啓一（人文学部　教授）
鈴木　　仁（総務課）
堀切　利昭（キャリア支援課）
砂田　絹子（図書課）
中條　浩志（広報入試課）
宇佐美愼一（教務課）
北　　愛弓（教育支援課）
及川　涼平（学生支援課）

■採用（2019年4月1日付）
岸本　宜久（経営学部　講師）
菊池　浩光（心理学部　教授）
小林　　茂（心理学部　准教授）
伊藤万利子（心理学部　講師）
栃真賀　透（人文学部　教授）
川尻　健太（広報入試課）
内田　　薫（総務課）
梅野　遥子（広報入試課）
栁町　　翼（教育支援課）
上田　雅行（教務課）
秦　優紀子（教務課）

（2019年4月8日付）
田中　敦士（人文学部　教授）

（2019年6月3日付）
本間　果奈（学生支援課）

■任命（2019年4月1日付）
河西　邦人 学長
山田　智哉 副学長・教務部長
佐野　友泰 副学長
岡田久美子 法学部長
片山　一義 経済学部長
玉山　和夫 経営学部長
渡邊　愼哉 地域社会マネジメント研究科長

石井　和平 法学研究科長
北田　雅子 学生部長
中村　永友 広報入試部長
石川　千温 就職部長
大國　充彦 総合研究所長
碓井　和弘 経営学科長　経営学部教務委員長
大宮　秀淑  臨床心理学科長 

心理学部教務委員長
小内　純子 法律学科長
森田　　彦 経済学科長
清水　敏行 法学部教務委員長
高橋　寛人 経済学部教務委員長
舛田　弘子 教職課程委員長
橋長真紀子 国際交流委員長

松川　敏道 アクセシビリティ推進委員長
井上　大樹 コラボレーションセンター長
皆川　雅章 電子計算機センター長

■昇任（2019年4月1日付）
橋長真紀子（経営学部経営学科　教授）
山添　秀剛（人文学部英語英米文学科　教授）

■所属学部・学科変更（2019年4月1日付）
釣　　晴彦（人文学部こども発達学科　教授）
井手　正吾（心理学部臨床心理学科　教授）
葛西　俊治（心理学部臨床心理学科　教授）
手代木理子（心理学部臨床心理学科　教授）

教職員人事

田中　敦士

■採用教職員

本間　果奈

内田　　薫

秦　優紀子栁町　　翼梅野　遥子 上田　雅行

伊藤万利子 栃真賀　透菊池　浩光岸本　宜久 小林　　茂 川尻　健太

2019年
4月1日付け
採用

2019年
4月8日付け
採用

2019年
6月3日付け
採用
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エクステンションセンター活用ガイド
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エクステンションセンター

大学で始めるビジネスライセンスの取得
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未来へ
あ　   す

開催日（土曜日）：5月11日、18日、25日、
6月1日、8日、15日、22日、29日
開催時間：�3講時（13：10〜14：40）
　　　　　4講時（14：50〜16：20）
� ※6月15日のみ2講時（10：50〜12：20）

開催場所：D202教室（D館2階）
� ※6月29日のみE501教室（E館5階）

開催日（金曜日）：9月27日、
10月4日、11日、18日、25日、
11月1日、8日、15日、22日、29日、
12月6日、13日、20日、
1月10日、24日
開催時間：3講時（13：10〜14：40）
開催場所：D202教室（D館2階）

開催日（水曜日）：9月25日、
10月2日、9日、16日、23日、30日、
11月6日、13日、20日、27日、
12月4日、11日、18日、
1月8日、15日
開催時間：3講時（13：10〜14：40）
開催場所：D202教室（D館2階）

　3月2日から9日にかけて、マレーシアのクアラルンプールに
ある協定校、TAR大学にて文化研修プログラムが実施されまし
た。現地では、昨年10月に本学を訪れたTAR大学の学生との交
流もありました。
　プログラムでは英語の授業やマレー語、マレーシア文化の学
習などもありましたが、市内や郊外を歩き、生きた英語に触れ
られたことが大きな成果だったと思います。また、マレーシア
はイスラムや中華圏、インドなど多様な文化が混在し、その中
で人々がどう生活しているのか、短期間ながら体験できました。
今年も春に交流プログラムを予定しており、8名の学生が参加
する予定です。

マレーシア
文化研修プログラム

　3月30日、コラボレーションセンター学生スタッフが企画した新入生向け「謎解
きゲーム『コラボルドのかけら』」を開催しました。コラボレーションセンター学生
スタッフは、すべての学生が有意義な学生生活を送れるよう様々な取り組みを行っ
ており、今回のイベントも新入生の新たな環境への不安軽減、友達作りが目的です。
当日は50名を超える新入生が参加し、各グループに分かれて自己紹介を行ったあと、
大学の施設に散りばめられた謎をグ
ループの仲間と協力しながら解いてい
ました。また、4月4日には「履修相談会」
を開催し、学生スタッフが履修登録の
全学科に共通する部分の説明を行った
あと、個別の相談に対応しました。新
入生が学生スタッフの説明を真剣な表
情で聞いている姿が印象的でした。

新入生向けイベント
「謎解きゲーム」「履修相談会」を開催
─コラボレーションセンター─

2019年度　公開講座 ※公開講座は、「道民カレッジ」の連携講座で
　「えべつ市民カレッジ」との共催です。

人文学部公開講座（第40回）
〈科目名：人間論特殊講義〉

経済学部公開講座（第12回）
〈科目名：経済学特別講義C〉

法学部公開講座（第30回）
〈科目名：法政総合講座B〉

SDGsと地域づくりを結ぶ学びへ�
─SGUが提起する未来の社会教育─ 北海道の農林水産業のいま 人権と法

　エクステンションセンターでは、在学生の夢や目標を実現するためのプログラ
ムを正課科目とは別に開設しています。同センターは1998年度の開設以来、多く
の有資格者や公務員試験合格者を輩出してきました。今年度も日商簿記、旅行業
務取扱管理者、宅地建物取引士、法学検定などの資格講座や公務員講座（3年次）
が始まりました。これらの多くは授業の合間に学内で受講できるのが特徴です。
後期は、2年次対象公務員講座、ANAエアラインスクール、TOEIC、行政書士講座
などが開講予定です。詳しくはエクステンションセンター受付（札幌学院大学生協）
へお問合せ下さい。

2019年度エクステンションセンター前期講座がスタート
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　保護者懇談会は、今年で45年目を迎えます。大学と保護者が協力して
学生の学びと成長を支えていこうという目的で1974年から開催してい
ます。
　本学の教育内容と最近の就職状況についてご説明申し上げるとともに、
学生一人ひとりの修学状況を十分に踏まえた上で、学部担当教員より、
お子様の修学状況（単位修得・成績等）をお話させていただきます。
　今年度は、以下のとおり開催を予定しています。

開催地 開催日 受付 保護者懇談会 会場

旭川 � 8月24日（土） 12：00 12：30〜14：30 アートホテル旭川

北見 � 8月25日（日） � 9：30 10：00〜12：30 ホテル黒部

函館 � 9月� 7日（土） � 9：30 10：00〜12：30 ホテル法華クラブ函館

青森 � 9月� 8日（日） � 9：30 10：00〜12：30 ホテル青森

本学 10月� 5日（土） � 9：30 10：00〜15：00 札幌学院大学
※本学会場では、13時よりキャリア支援課主催の「保護者向け就職活動勉強会」を開催します。

　5月18日、後援会の評議員会を本学50年記念館において開催いたしまし
た。評議員会では、①新評議員の選任、②2018年度事業報告及び決算、
③2019年度事業計画及び予算の議案について、全てご承認いただきました。
　また、2018年度事業報告の補足説明として、山田智哉副学長・教務部長
から修学状況と教学の取組み、石川千温就職部長から就職状況と支援、北
田雅子学生部長から課外活動の活躍と支援について報告がありました。
　評議員会終了後の昼食懇談会には、井上俊彌理事長、河西邦人学長、白
石英才常務理事も出席して、終始和やかに懇談を行いました。お忙しい中
ご出席いただきました保護者並びに同窓会選出の評議員の皆様には、お礼
申し上げます。
　なお、評議員会の詳細につきましては、大学のホームページに掲載して
おりますのでご覧ください。

　「お笑いLIVE」にはテレビ番組やYouTubeで人気のお笑い芸人
ゴー☆ジャスさんやアニキ漫才で人気のペンギンズさん、「パン
ケーキ食べたい」のフレーズが耳に残る夢屋まさるさんが、音
楽LIVEには、札幌出身のメジャーバンドKARMAが出演します。

2019年度　
保護者懇談会のご案内 後援会評議員会を開催

　江別市選挙管理委員会と法学部は、本学の協力体制のもと4月4日に北海道知
事選・道議選、17日に江別市長選・市議選の期日前投票に取り組みました。投
票所の運営、ポスター等の掲示に多くの法学部生が参加しました。この統一地方
選挙で4回の期日前投票に取り組んだことになります。このような取り組みは全
国的にもきわめてまれなものです。法学部は期日前投票所の運営への参加を主
権者教育の一環としています。高校で取り組まれ始めている主権者教育を、大
学においてどのように継承・発展させるのかは、法学部及び本学にとって大切
な課題であると言えます。学生が期日前投票に取り組むことで、主権者として
成長してくれることを願っております。

期日前投票について
─大学における主権者教育として─

第49回大学祭が6月29日に�
開催されます

昨年の地方会場における説明会の様子

皆様のご来場をお待ちしております。
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開催日程 開催地 会　場 時　間

� 5月28日（火） 室蘭 室蘭市生涯学習センター　きらん 16：30〜18：30
（受付16：00〜）

� 6月� 4日（火） 盛岡 いわて県民情報交流センター　アイーナ 16：30〜18：30
（受付16：00〜）

� 6月� 5日（水） 秋田 秋田総合生活文化会館・美術館
　アトリオン

16：30〜18：30
（受付16：00〜）

� 8月24日（土） 旭川 イオンモール旭川駅前4階　イオンホール 12：00〜14：30
（受付11：30〜）

� 8月25日（日） 北見 Cafe＆Dolce　チャリオット 10：30〜13：00
（受付10：00〜）

� 8月31日（土） 帯広 とかち館 12：00〜14：30
（受付11：30〜）

� 9月� 1日（日） 釧路 アクア・ベール 10：30〜13：00
（受付10：00〜）

� 9月� 7日（土） 函館 函館市地域交流まちづくりセンター 10：00〜12：30
（受付9：30〜）

� 9月� 8日（日） 青森 青森県観光物産館アスパム 10：00〜12：30
（受付9：30〜）

　なお、すでに開催が終了した室蘭開催（5月28日）の様子をご紹介いたします。

［入試情報］オープンキャンパス
開催日 時　間

� 6月15日（土） 13：00〜16：00 AO・推薦入試説明
� 7月21日（日） 11：00〜16：00 学びLIVE!
� 9月22日（日） 13：00〜16：00 推薦入試対策講座
12月� 7日（土） 11：00〜16：00 サツガク模試（英語・国語）

2020年�3月20日（金・祝日） 13：00〜16：00 サツガク入門
全道各地とJR札幌駅、地下鉄新さっぽろ駅から無料送迎バスを運行予定

2019大学進学セミナー始まる
　大学進学セミナーが5月28日（火）の室蘭会場を皮切りにスタートしま
した。進学セミナーは、前半の3会場と後半の6会場で企画内容が異なりま
す。前半の室蘭市、盛岡市、秋田市では、臨床心理学科と人間科学科の教
員によるミニ講話を実施し、大学での学びのイメージを広げて頂きます。
後半の6会場はAO入試の第1回面談を並行して実施し、3年生にとっては入
試のスタートともいうべき内容で実施します。
　スタートとなった室蘭会場のミニ講話は、臨床心理学科の大宮秀淑准教
授が「世界初・効果ある脳トレとは─記憶力アップの秘訣─」、人間科学
科の中田雅美准教授が、「地域で育てソーシャルワーカー！」と題して行
いました。参加者の関心に合うテーマで聞き入っていました。その後希望
学科の学び、入試相談も行い、参加した高校3年生にとっては具体的な学
びのイメージと試験準備に役立ったようです。参加者の方は「オープンキャ
ンパスに是非参加したい」と感想を述べていました。
　遠方のためオープンキャンパスへのご参加が難しい高校生、保護者、教
員の皆さまのお越しをお待ちしております。

大学進学セミナー室蘭会場の様子

［入試情報］大学進学セミナー
　札幌学院大学では、進路選択、進学準備を整えるきっかけづくりを目的
に、9会場で「大学進学セミナー」を開催いたします。
　大学進学セミナーでは、学科紹介、入試制度説明、個別相談（学生生活、
資格・就職、奨学金など）などについて専門スタッフがご案内いたします。
　今年度は、以下のとおり開催いたします。

　学術講演会は、1977年に第1回を開催以来45回を数えました。
このほかに道内外の各地で開催してきた市民講座を含めると延べ3万7千名
を超える方々にご参集いただきました。
　今年度の学術講演会は、11月4日（月・祝）に苫小牧で開催いたします。

日時　2019年11月4日（月・祝）15：30〜17：50（15：00受付開始）
会場　苫小牧市文化交流センター　多目的ホール

申込み方法等の詳細は、後日大学ホームページおよびパンフレット等で�
ご案内いたします。

〈第一部：講演〉
講演テーマ　「身体とつながって、こころをリラックス」
講師　　　　心理学部　手代木　理子（てしろぎ　りこ）教授

〈第二部：音楽〉
札幌交響楽団コンサートマスター　大平　まゆみ　氏

仙台市出身。
東京芸術大学附属音楽高等学校卒業。
同大学入学3カ月後にアメリカ・サンフランシスコ音楽院に招待留学。
コールマン室内楽コンクール第1位、タングルウッド音楽祭最優秀�
ヴァイオリニストとしてシルバー
スタイン賞を受賞。
世界各地での演奏活動を経て、
1998年に札幌交響楽団の
コンサートマスターに就任。

第45回 学術講演会 ─講演と音楽の夕べ─

KATAYAMA©


